
こんにちは

本⽇は測定⼯具の検査、校正についてです。

検査校正、ﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨなどよく⽿にしますが⼀体なんのことだかご存知でしょうか︖

我々が携わる製造業において、製品は指⽰された⼨法でつくらなくてはいけません。

作った製品が図⾯通りにできているかを確認するために測定⼯具を使⽤しますが

その測定⼯具に不具合があったとしたら︖

図⾯通りにできたと思っていても、ﾕｰｻﾞｰによる受け⼊れ検査では図⾯通りにできて

いないじゃないか︕︕ということが起こってしまいます。

測定⼯具の検査や校正という作業は、使⽤している測定⼯具が壊れていないか︖

正確な値を⽰しているか︖を確認する作業のことです。

では実際に検査、校正とは何をしているのでしょうか︖

測定⼯具を⻑く使⽤していると、劣化や摩耗により正しい値を⽰さなくなっていき

ます。明かな故障がなく作動していたとしても調整がくるっていたり、測定部が接

触などで摩耗していれば正確な測定値が得られていないかもしれません。

そこで必要になるのが検査、校正です。

検査、校正とは使⽤している実機が正しく測定できているかを確認する作業のこと

で実機の値と基準機の値を⽐較し、ズレを把握します。例えばマイクロメーターの

検査、校正ですとメーカーや校正業者にある基準器で実際に検査をします。

 

上記の作業を⾏うことで検査成績書、校正証明書、ﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨ体系図 の３つの証明書類が発⾏されます。

①検査成績書とは

測定⼯具の校正結果においてﾒｰｶｰに定められた「検査規格」等の判定基準と⽐較して

合格、不合格の判定が記載された証明書のことです。

キズの有無などの｢外観」、正常動作に関わる｢機能」、

測定値が許容値内に収まっているか否かの、「性能」を判定した結果が記載されます。

例えば不合格になった測定器はメーカーが定めた基準に適合していないということになります。

すなわち各部の摩耗や損傷等の原因により、測定⼯具として正しい値を測定できていないということにな

ります。

②校正証明書とは

校正証明書は検査、校正作業を担当したメーカーや事業者の会社名、

また、校正作業に使⽤した基準器の詳細が記載されます。

 



お問い合わせはこちらから
お電話でのお問い合わせは下記へ︕

【TEL:042-554-0224】

③ﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨ体系図とは

ﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨ体系図とは上記の校正作業において使⽤した測定⼯具の信頼性を保証する書類のことです。

校正に使⽤した全ての測定⼯具を家系図のように記載し、最終的には国家計量標準器(特定標準器)にたど

り着きます。この国家計量標準器のことを「光周波数コム装置」といい、電磁波を⽤いて距離を測る装置

で、その精度は、地球から⽉までの距離（約３８万キロ）を髪の⽑の太さくらいの誤差で測定する⾮常に

精密な機械です。ﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨ体系図とは、この測定⼯具は⾮常に精密な測定機器により検査、校正したの

で、正確な数値を⽰しますということの証拠なのです。これにより、その測定⼯具の性能は国家標準にト

レーサブルであるということが第３者によって証明されます。

校正の周期についてですが、⼯業規格では特に定められていないため、

コスト⾯や使⽤状況などを考慮し、任意に決定することになります。

例えば、測定⼯具の校正から１年後、再度校正したときに、計測に影響がでるような変化がないかを確か

めます。それを数年繰り返し、測定器の校正結果を積みながら、校正周期を３年、５年と伸ばしていくこ

とで使⽤環境に適した周期を設定していきます。

まとめ

上記のように測定⼯具の信頼を担保するには特定の資格をもったメーカーや業者により

校正されていなければいけません。

みなさんご使⽤中の測定⼯具は⼤丈夫ですか︖

測定⼯具メーカーでももちろん検査、校正作業を⾏っておりますが検査校正を専⾨に⾏う業者もあり、

納期が早いなどのメリットがあります。

この機会に校正や買い替えなどご検討されてはいかがでしょうか︖

検査校正専⾨メーカー MCS ご紹介はこちらをクリック

     お問い合わせ、ご希望がございましたら五光社へご連絡下さい。
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